
2月23日は「ふろしきの日」です。※ゴロ合わせで223を「つつみ」と呼び、2000年2月23日に日本記念日協会に登録されました。

この日、浅草で開催された「第3回ふろしきつつみまつり」に参加して、風呂敷の歴史や使い方を学びました。

風呂敷文化研究家のつつみ純子さんから、風呂敷 　　ふろしき使いイナバリエさん、ふろしき王子の横山功さん

の歴史や文化を学びました。唐草模様の風呂敷は

　　　　　　　　　　　　　　 外国人に人気とのことです。

 　　 　　 　　 　　

       ①スカーフや羽織などのファッションアイテム       ②大きい風呂敷ならバッグになり、買い物で

         になり、常に携帯できて便利です。    　 　手提げ袋が欲しい時に代用できてエコです。

　　　 　　　　

→

 ③撥水性のある風呂敷は傘の代わりになります。 　④ラッピングは包装紙の代わりに風呂敷を使いましょう。

　　付着した水滴は振り払えばすぐ乾きます。 　　紙ゴミが出ず、繰り返し使えて環境に良いです。

→

　　

　「ふろしきつつみまつり」終了後、撥水性のある大きい風呂敷を購入して、いろいろな用途で使っています。

　今回紹介した他にも様々な使い方ができて、アイデア次第で新しい発見ができる魔法の布です。

　皆さんも「ふろしきつつみ」を楽しみながらエコ活動をしてみましょう！

　　　　　　　　日本の文化がエコ活動になります！

　　からバーチャル浅草ツアーで、弁当の包み方、羽織や

　　バッグの作り方を習いました。

2023年3月の環境活動報告

風呂敷のメリット


